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〔大学院文学研究科修士論文〕

「指定」を表す接辞性字音形態素について
―「当」「本」「同」を中心に―

張　　　　　明
本研究は指定を表す接辞性字音形態素のうち、「当」「本」「同」を中心に、考察を
進めた。ここで言う「指定」とは「不定の対象物のどれを具体的に指し示すのか、
はっきりとわからせること」のように定義したものである。「指定」を表すことので
きる接辞性字音形態素は「当̶・本－・同－・各－・諸－・全－・前－・先－・
昨̶・現－・今－・次－・来－・明－・翌－・他－・某－」などが挙げられる。そ
の中から、使用頻度が高いにもかかわらず、日本語学習者には十分に理解されてい
ないと思われる「当」「本」「同」を取り上げることにした。
まず、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）から採取した用例に基づき、

「当」と「本」の後接語の性格と意味用法について考察した。
後接語の語種については、「当」も「本」も漢語・外来語・混種語・和語という順
に語数が多いものの、後接語の意味分野については、それぞれに違いが見られる。
『分類語彙表　増補改訂版』の部門から見ると、「当」については、「人間活動の主体」
を表す後接語が半数以上の比率を占めているのに対し、「本」については、「人間活
動精神および行為」を表す語がもっとも多い。
次に、「当」と「本」の機能を以下のように分析した。「当」の意味は「対人関係を
感じた対象者に対して、発話者の自分側と関係している何かを改まりの気持ちで指
すこと」のように結論づけた。一方、「本」は「同じ立場に立ち、心的距離が近い対
象者に対して、発話者の自分側と関係している何かを改まりの気持ちで指すこと」
のように結論づけた。両者は「発話者の自分側と関係している何かを改まりの気持
ちで指すこと」という点で共通しているが、対象者の立場という点で異なる。「当」
の対象者は発話者にとって対人関係として心的距離が遠い存在であるのに対し、
「本」の対象者は発話者にとって同じ立場に立つ心的距離が近い存在である。
最後に、「ヨミダス歴史館」（読売新聞データベース）から「同」の用例を収集した。

「同」の後接語の語種については、漢語と外来語が圧倒的に多い。後接語の意味分
野については、「人間活動の主体」を表す後接語が半数以上の比率を占めている。ま
た、「同」は「連体修飾用法」「記号化用法」「照応的指定用法」という三つの用法があ
ることを指摘した。そのうち、本研究と関係している照応的指定用法を中心に、「基
本的用法」「言語単位の拡張」「照応詞の部分利用」「照応詞の部分利用の上での言語
単位の拡張」という四つの類型に分類し、「「同」と先行詞の関係」および「「同」を含
む照応詞の言語単位」をめぐって、考察した。
結論として、先行詞に指示保証部がついているかどうかということが「「同」と先
行詞の関係」と関わっており、指示保証部と拡張部の言語単位が「「同」を含む照応
詞の言語単位」と関連しているということになる。
以上のように、「指定」を表す接辞性字音形態素「当」「本」「同」の性格を明らかに
した。
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